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 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ７ 日 

こども未来部養育支援課 
 

ヤングケアラー実態調査の実施について 

 

 

１ 背景及び目的 

令和６年６月にヤングケアラーの支援が「子ども・若者育成支援推進法」に位

置付けられ、ヤングケアラーに関する地域・学校関係者等の理解促進を図るとと

もに、ヤングケアラーの把握と、各種支援に努めることが明記された。     

これを受け、区では令和７年度より、小学生・中学生を対象にヤングケアラー

を把握するための調査を毎年１回実施することで、支援の体制強化を図る。 

 
２ 実態調査概要 

（１）調査対象 

①区立小学校・義務教育学校に在籍する小学５年生 

②区立中学校・義務教育学校に在籍する中学２年生 

   

（２）調査方法 

WEB(ロゴフォーム)での記名式(任意)アンケートを実施。 

学校を通して児童・生徒に回答入力フォーム URL（ＱＲコード）を配付

し、１人１台端末で回答する。 

※回答 URL・QR コードを掲載したリーフレットを配付 

 

（３）調査内容 

家族のケアの頻度や時間、また、その状況や影響等に加え、支援の必要の 

有無、求める支援内容等に関する項目を中心に以下の項目を予定。 

また、任意で記名ができる項目を設定し、支援を望んでいる児童・生徒の

把握に努める。 

・家族のケアの有無   

・ケアによる悩み、生活への影響   

・助けて欲しいこと、必要としていること 

・相談意思の有無 
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（４）実施時期 

令和７年１０月上旬～１１月中旬 調査実施 

令和７年１１月中旬～      結果集計および報告書作成 

 

(５) 調査結果を受けた対応 

調査結果については公表するとともに、支援を望んでいる児童・生徒に対 

しては、区の福祉職・心理職が学校等と連携し個別面談等を実施する。 


